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特
攻
の
史
実
を

後
世
に
残
す
㉒

知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
は
、「
知
覧
か
ら
の
手
紙
」（
知
覧
特
攻

遺
書
）
を
、
平
和
を
願
い
、
知
覧
か
ら
世
界
へ
語
り
継
ぐ
た
め
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

頴
娃
郷
地
頭
仮
屋
跡

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
指
定
文
化
財
⑥

　

江
戸
時
代
の
頴
娃

地
域
は
、
薩
摩
藩
直

轄
地
で
し
た
。
地
頭

仮
屋
と
は
、
役
人
ら

が
務
め
て
い
た
役
所
的
な
所
で
、
頴
娃
郷
を
治
め
る

地
頭
が
、
鹿
児
島
城
下
か
ら
訪
れ
た
際
の
宿
泊
所
と

し
て
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
地
頭
仮
屋
の
周
辺
に

は
、
麓
と
呼
ば
れ
る
武
家
集
落
が
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
以
後
も
、
昭
和
44
年
ま
で
頴
娃
町
役
場
が
置

か
れ
て
お
り
、
行
政
機
能
の
中
心
だ
っ
た
場
所
で
す
。

現
在
こ
こ
に
は
、
郡
地
区
公
民
館
と
、
頴
娃
歴
史
民

俗
資
料
館
が
建
っ
て
い
ま
す
。

伝
え
ら
れ
な
い

　
　
　
最
期
の
場
所

○
○
決
戦
に
方
り一筆
残
す

男
と
生
れ
今
や
桜
花
の
散
る
如
く
誠
に
軍
人
の

本
懐
之
れ
に
過
ぎ
る
も
の
な
し

勿
論
散
る
は
何
の
悩
み
も
な
い
が
唯一言
今
述

父
母
に
対
し
不
孝
の
罪
を
お
許
し
を
願
ふ

遺
品
は
何
も
残
し
ま
せ
ん
　
此
紙
切一枚
を
残

品
に
残
す

今
迄
の
不
孝
の
罪
は
靖
国
の
社
頭
に
て
必
ず
や

之
れ
を
報
い
る
花
を
咲
か
せ
ま
す

最
後
に
父
上
母
上
を
始
め
弟
妹
達
　
嘉
男
が

戰
果
を
必
ず
実
現
さ
せ
て
見
せ
ま
す

　
　
　
昭
和
二
十
年
五
月

嘉
男
　
拜

　
父
上 

母
上 

弟 

妹
　
様

　
「
散
る
こ
と
に
何
の
悩
み
も
な
い
」
と
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
遺
品
を
此
の
遺
書
一
枚
し
か
残
さ

ず
に
出
撃
し
た
27
歳
隊
員
の
遺
書
で
す
。
軍
事
機

密
で
あ
っ
た
決
戦
場
の
名
前
を
伏
せ
て
お
り
、
当

時
の
緊
迫
し
た
軍
事
状
況
が
伺
え
ま
す
。

　

特
攻
に
向
か
う
沖
縄
を
○
○
と
記
し
隠
蔽
す
る

と
と
も
に
、
父
母
へ
十
分
に
孝
行
で
き
な
か
っ
た

の
を
我
が
罪
と
し
、
そ
の
罪
を
特
攻
戦
死
に
よ
り

報
い
た
い
と
す
る
強
い
決
意
を
表
し
た
家
族
宛
て

の
遺
書
で
す
。

長
瀬 

嘉
男 

少
尉

　
　
　
　
　
　
出
身
地　

兵
庫
県
尼
崎
市

　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
独
立
飛
行
隊(

享
年
27
歳)

あいさつ・声かけで育む青少年健全育成
・安心安全な地域づくり

（南九州市青少年健全育成キャッチフレーズ）

共通実践事項
○気持ちのよいあいさつと

返事をしよう
○家の手伝いや読書をしよう
○地域の行事に参加しよう

	「青少年育成の日」	 「家庭の日」 
 毎月第3土曜日	 毎月第3日曜日

ふるさと体験学級茶レンジ隊
「ペットボトルロケット製作体験」


